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今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
、
山
本
（
新

島
）八
重
が
会
津
若
松
の
鶴
ヶ
城
で
奮
戦
し
て

い
た
同
じ
頃
、
新
潟
方
面
に
お
け
る
戊
辰
戦
争

に
参
加
し
て
い
た
の
が
、
高
野
山
行ぎ
ょ
う

人に
ん

領
を
出

身
と
す
る
高こ
う

野や

隊た
い

の
人
々
で
し
た
。
そ
の
一

員
で
あ
っ
た
の
が
、
岡
本
兵
馬（
の
ち
新
二
郎
、

そ
の
後
隆
政
と
改
名
）と
の
ち
に
婿
養
子
と
な

る
忠
造（
佐
太
郎
）の
二
人
で
す
。
前
号
で
も
紹

介
し
た
紀
美
野
町
の
岡
本
家
文
書
か
ら
、
高
野

隊
の
活
動
を
お
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
野
隊
の
結
成
　

　

高
野
山
寺
領
は
、
紀
伊
国
内
に
あ
り
な
が
ら

紀
州
藩
と
は
別
に
独
自
の
支
配
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
領
内
は
さ
ら
に
学が
く

侶り
ょ
・
行ぎ
ょ
う

人に
ん
・
聖ひ
じ
り

の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た（
図
１
）。

　

高
野
隊
は
そ
の
う
ち
の
行
人
領
に
所
属
す
る

地
士
ら
に
よ
っ
て
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）一
〇

月
に
組
織
さ
れ
ま
す
。
地
士
と
は
、
高
野
山
か

ら
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
り
、
庄
屋
を
務
め
た

り
し
た
特
定
の
家
の
当
主
を
い
い
ま
す
。
発
起

人
と
な
っ
た
向む
か

副そ
い

村（
現
橋
本
市
）の
大
西
三
郎

之
助（
の
ち
徳
）に
よ
る
と「
領
内
ノ
郷
士
募
テ

僧
侶
ノ
地
頭
ニ
代
リ
勤
王
ニ
鞅お
う

掌し
ょ
う

セ
ン
」、
つ

ま
り
戦
闘
に
従
事
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
僧
侶

達
に
代
わ
っ
て
行
人
方
の
郷
士（
地
士
）が
勤
王

の
た
め
に
立
ち
働
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成

し
た
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

前
号
の
文
書
館
だ
よ
り
で
も
紹
介
し
た
天
誅

組
の
乱
と
そ
れ
に
続
く
勤
王
派
公
卿
の
鷲わ
し

尾の
お

隆た
か

聚つ
む

に
よ
る
高
野
山
で
の
挙
兵
を
体
験
し
た
寺
領

の
住
人
、
特
に
岡
本
家
を
は
じ
め
村
内
で
も
指

導
者
層
で
あ
っ
た
人
々
に
、
こ
う
し
た
考
え
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

兵
馬
の
上
洛
と
帰
郷

　

大
西
ら
に
よ
る
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
集
っ

た
人
々
は
、
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）二
月
二
二

日
か
ら
、
二
〇
名
が
三
隊
に
分
か
れ
て
順
次
出

発
、兵
馬
は
二
八
日
に
上
洛
を
果
た
し
ま
す（
資

料
番
号
ク
―
10
、
以
下
同
じ
）。
高
野
山
と
の

つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
京
都
仁
和
寺
内
の
真
光

院
を
屯
所
と
定
め
た
一
行
で
す
が
、
物
見
遊
山

を
し
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
月
二
日
か

ら
は
、
仁
和
寺
宮
嘉よ
し

彰あ
き

親
王
（
写
真
１　

の
ち

の
小
松
宮
彰
仁
親
王
）を
護
衛
す
る
た
め
、
薩

摩
藩
の
中
嶋
治
部
ら
が
練
兵
師
範
と
な
っ
て
イ

ギ
リ
ス
式
の
調
練
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

仁
和
寺
宮
の
も
と
に
は
高
野
隊
の
ほ
か
、
摂

津
多
田
院
の
御
家
人
の
末
裔
で
あ
る
多
田
隊
と

忍
者
で
知
ら
れ
る
近
江
の
甲
賀
隊
が
配
属
さ
れ
、

戊
辰
戦
争
時
に
は
三
隊
を
あ
わ
せ
て
旗
本
隊
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

上
洛
か
ら
三
ヵ
月
を
過
ぎ
た
六
月
一
四
日
、

越
後
口
総
督
に
任
命
さ
れ
た
仁
和
寺
宮
に
従
っ

て
、
旗
本
隊
も
い
よ
い
よ
北
越
方
面
へ
赴
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
兵
馬
も
四
番
隊
前
列
伍
長

と
し
て
従
軍
す
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

三
九
歳
と
い
う
年
齢
で
慣
れ
な
い
訓
練
に
無
理

が
た
た
っ
た
の
か
、
同
月
下
旬
に
病
気
と
な
り
、

七
月
上
旬
に
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

北
越
戦
争
出
陣

　

兵
馬
は
途
中
で
隊
を
離
れ
た
た
め
、
北
越
戦

争
を
記
録
し
た
史
料
が
岡
本
家
に
は
伝
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、『
戊
辰
役
戦
史
』な
ど

を
も
と
に
、
高
野
隊
の
活
動
を
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

六
月
二
二
日
、
明
治
天
皇
か
ら
仁
和
寺
宮
へ

新
政
府
軍
の
象
徴
で
あ
る
、
錦
旗
と
節
刀
が
下

賜
さ
れ
京
都
を
出
発
、
七
月
七
日
福
井
県
敦
賀

へ
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
海
路
と
陸
路
の
二
手
に

分
か
れ
て
越
後
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

仁
和
寺
宮
や
旗
本
隊
は
帆
船
富
有
丸
に
乗
船

し
、
雷
雨
や
立
山
か
ら
の
吹ふ
き

颪お
ろ
し

に
あ
い
な
が
ら

も
、
九
日
に
今
町
港（
現
在
の
直
江
津
港
）へ
入

り
、
高
田
を
経
て
柏
崎
、
新
潟
、
新
発
田
へ
と

進
軍
し
ま
す（
図
２
）。

　

越
後
方
面
は
北
陸
道
先
鋒
総
督
高た
か

倉く
ら

永な
が

祜さ
ち

に

よ
っ
て
一
旦
鎮
撫
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
奥
羽

越
列
藩
同
盟
が
結
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
激
し
い

抵
抗
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
柏
崎
滞
在
中
に

は
新
政
府
軍
が
占
領
し
た
長
岡
城
が
、
同
盟
軍

の
長
岡
藩
家
老
河
井
継
之
助
に
よ
っ
て
奪
回
さ

れ
る
な
ど
攻
防
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、
二
二

藩
か
ら
な
る
新
政
府
軍
は
、
八
月
一
一
日
に
村

上
藩
を
降
伏
さ
せ
、
越
後
国
内
を
制
圧
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
旗
本
隊
は
仁
和
寺
宮
の
護
衛
が
中

心
で
前
線
に
立
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
九
月
四
日
つ
い
に
進
撃
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、

一
二
日
に
最
前
線
の
地
、
羽
越
国
境
に
程
近
い

雷
村
へ
到
着
、
庄
内
藩
領
関
川
村
へ
向
か
い
ま

維
新
を
駆
け
抜
け
た
高こ

う

野や

隊た

い
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す
。
関
川
ま
で
の
様
子
は
、
高
野
隊
員
で
あ
っ

た
湯
浅
嘉
一
郎
に
よ
る
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す

（
サ
―
432
、
句
読
点
は
筆
者
）。

乃
チ
進
ン
デ
賊
ヲ
追
フ
コ
ト
二
拾
余
里
、

羽
州
庄
内
口
（
北
方
ノ
浜
手
鼠ね
ず

ヶが

関せ
き

ニ
賊

ヲ
追
フ
官
軍
ノ
一
手
ハ
略
）馬
継
駅
ニ
至

ル
。
此
時
ニ
当
リ
、
関
川
口
ノ
官
軍
岩

国
・
高
鍋
等
ノ
兵
、
賊
兵
ト
戦
フ
。
我
兵

之こ
れ

ヲ
援
ケ
ン
ト
欲
シ
、
夜
大
雨
ヲ
冒
シ
テ

進
ム
コ
ト
三
里
余
。
暁
ニ
及
ビ
大お
お

代し
ろ

村む
ら

ヲ

経
テ
雷い
か
ず
ち

村む
ら

ニ
至
リ
、
崎き

嶇く

タ
ル
板（
坂
）
路
ヲ

経
テ
関
川
口
ニ
向
ヒ
進
ム
。
時
ニ
山
上
ノ

賊
塁
ヨ
リ
乱
発
ス
ル
銃
丸
雨
ノ
如
ク
、
官

兵
傷
ヲ
被こ
う

ム
ル
者
多
シ
。
因
テ
少
シ
ク
退

キ
、
路
ヲ
東
ニ
転
シ
、
崖
谷
ヲ
踰こ

ヘ
渓
間

ヲ
渡
リ
、
迂
回
シ
テ
直た
だ

チ
ニ
賊
塁
ノ
左
ニ

出
テ
ン
ト
欲
ス
。
而し
か

シ
テ
径
路
極
メ
テ
険

俊
、
幾ほ
と

ン
ト
人
跡
ナ
シ
。
乃す
な
わ

チ
荊け
い

棘き
ょ
く

ヲ
扱

キ
、
蒙
草
ヲ
踏
ミ
、
或
ハ
葛
・
蘿つ
た

ヲ
攀よ
じ

ゲ

テ
渉
リ
、
或
ハ
懸け
ん

崖が
い

ニ
縋す
が
り

シ
テ
降
リ
、
将

ニ
渓
流
ヲ
渡
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
迨お
よ

ヒ
、
賊
復ま
た

頻し
き
り
に

銃
ヲ
発
シ
テ
乱
射
シ
、
飛
丸
頭
上
ヲ

過
キ
、
其
声
山
谷
ニ
響
ク
。
是
ニ
於
テ
我

教
師
中
嶋
治
部
、
隊
長
鳴
滝
太
郎
ニ
令
シ
、

衆
兵
ヲ
指
揮
シ
テ
其
気
ヲ
励
マ
シ
、
急
ニ

進
撃
セ
シ
ム
。
兵
皆
奮
戦
シ
テ
賊
塁
ヲ
衝

ク
。
賊
兵
塁
ヲ
棄
テ
ヽ
潰か
い

散さ
ん

シ
、
夜
ニ
至

リ
テ
往
ク
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
我
兵
遂
ニ
関
川

ノ
村
落
ニ
入
リ
、
岩
国
・
高
鍋
ノ
兵
と
相

会
ス
。
実
ニ
九
月
十
二
日
ナ
リ
。
天
明
ク

ル
ニ
及
ビ
、
昨
夜
戦
闘
ノ
跡
ヲ
巡
視
ス
ル

ニ
、
人
馬
ノ
斃た
お

ル
ヽ
者
、
山
野
ニ
狼
藉
タ

リ
、
以
テ
其
激
戦
タ
ル
ヲ
知
ル
ニ
至
ル
。

　

旗
本
隊
が
前
線
基
地
で
あ
る
、
庄
内
口
馬
継

駅（
中
継
の
誤
り
）に
到
着
し
た
頃
、
関
川
口
で

岩
国（
現
山
口
県
）・
高
鍋（
現
宮
崎
県
）藩
の
兵

が
庄
内
軍
と
戦
闘
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
旗
本

隊
は
こ
れ
を
援
護
す
べ
く
、
夜
間
大
雨
の
な
か

を
三
里（
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）余
り
進
軍
し
、

翌
朝
雷
村
か
ら
関
川
口
に
向
け
て
進
み
ま
し
た

が
、
庄
内
藩
は
雨
の
如
く
銃
を
乱
発
し
て
く
る

の
で
負
傷
者
が
続
出
、
そ
の
た
め
敵
の
左
側
か

ら
攻
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
経
路
は
と
て
も
険
し
く
人
が

通
っ
た
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
山
間
部
で

し
た
。
や
が
て
渓
流
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

ま
た
頻
り
に
銃
が
乱
射
さ
れ
ま
し
た
が
、
旗
本

隊
は
奮
戦
し
て
敵
の
砲
台
を
攻
め
、
庄
内
藩
兵

は
砲
台
を
捨
て
て
逃
走
、
九
月
一
二
日
、
遂
に

旗
本
隊
は
関
川
村
へ
入
り
、
岩
国
・
高
鍋
藩
と

合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
図
３
の「
徴
兵

１
隊
」が
旗
本
隊
を
さ
す
）。

　

旗
本
隊
は
そ
の
ま
ま
関
川
村
に
留
ま
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
一
六
日
に
態
勢
を
立
て
直
し
た
庄

内
藩
に
よ
り
逆
襲
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
一
八
日

に
は
、
京
都
に
残
っ
て
い
た
旗
本
隊
や
諸
藩
の

増
援
部
隊
が
合
流
し
、
一
九
か
ら
二
〇
日
に
か

け
て
の
戦
闘
に
加
わ
り
ま
し
た
。
二
七
日
に
な

る
と
庄
内
藩
降
伏
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
新
政

府
軍
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
に

よ
っ
て
高
野
隊
で
は
病
死
一
名
、
負
傷
者
二
名

と
い
う
犠
牲
者
を
出
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
し
ば
ら
く
新
発
田
に
滞
陣
の
あ
と
、

一
一
月
四
日
東
京
へ
到
着
、
江
戸
城
へ
臨
幸
中

で
あ
っ
た
明
治
天
皇
に
錦
旗
を
返
上
し
、
東
海

道
を
通
っ
て
京
都
に
凱
旋
し
た
の
は
一
二
月
一

日
の
こ
と
で
し
た
。
仁
和
寺
宮
に
従
っ
た
旗
本

隊
の
高
野
・
多
田
・
甲
賀
の
三
隊
は
、
お
よ
そ

半
年
ぶ
り
に
仁
和
寺
へ
戻
り
、
戦
勝
を
祝
し
て

仁
和
寺
宮
か
ら
存
分
に
酒
肴
・
飯
が
振
舞
わ
れ

ま
し
た
。

忠
造
の
入
隊
と
兵
部
省
の
廃
止

　

高
野
隊
は
戊
辰
戦
争
終
結
後
も
解
散
す
る
こ

と
な
く
、
兵
部
省
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。
配
属

さ
れ
た
の
は
、
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
や
多
田
隊
、

十
津
川
郷
士
や
京
都
の
山
科
隊
な
ど
に
よ
っ
て

編
成
さ
れ
た
御
親
兵
（
明
治
政
府
直
属
の
軍
隊

で
、
天
皇
や
御
所
の
警
備
に
あ
た
っ
た
。
の
ち

の
近
衛
兵
）で
し
た
。
時
期
は
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、
帰
郷
し
て
い
た
兵
馬
に
も
復
帰
が
要

請
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
代
わ
っ
て
親
類
の
忠
造
が
入
隊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
二
年（
一
八
六
九
）一
〇
月
二
六
日
、
仁

和
寺
の
屯
所
に
着
い
た
忠
造
は
、
翌
日
兵
部
省

へ
入
省
し
ま
し
た（
図
４
）。

　

隊
の
一
員
と
な
っ
て
二
週
間
あ
ま
り
が
経
過

し
た
一
一
月
一
二
日
、
兵
馬
に
宛
て
た
書
状
で

京
都
に
無
事
到
着
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、「
三
人
ふ（
扶
持
）ち
又
ハ 

少（
小
）遣
イ
等
相
渡
り
候

様
ニ
被
仰
候
ニ
付
金
之
用
意
聊い
さ
さ
か

も
致
し
不
参
」、

京
都
に
来
た
ら
給
料
が
支
給
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
、
金
の
用
意
を
し
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
、
金
札
十
両
の
無
心
を
し
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
、「
調
練
之
飯
も
来
三
月
迄
相
渡
り

不
申
」、「
毎
日
調
練
ニ
候
ニ
付
き（
着
替
）

が
へ
も
御
座

な
く
」と
あ
り
、
食
料
や
衣
類
が
十
分
に
支
給

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
し
た（
写
真
２
）。

　

忠
造
は
そ
の
後
も
河
東
や
伏
見
の
練
兵
場

で
の
様
子
を
兵
馬
に
書
き
送
り
、「
京
都
は
甚

だ
寒
く
」や
「
調
練
誠
ニ
き
び
し
く
」と
い
っ
た

状
況
を
訴
え
て
い
ま
す
。
調
練
の
具
体
的
な

内
容
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）正
月
に
定
め
ら
れ
た
『
兵
部
省
兵

隊
規
則
ヲ
定
ム
』（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

《JA
CA

R

》　Ref.A
03023267000　

国
立
公

文
書
館
）に
よ
る
と
、
日
々
の
演
習
は
朝
八
時

か
ら
一
一
時
、
昼
休
み
を
挟
ん
で
午
後
一
時
か

ら
二
時
ま
で
で
、
午
前
中
に
も
小
憩
が
あ
り
ま

し
た
。
二
時
か
ら
は
交
替
で
外
出
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
酉
ノ
刻（
日
の
入
）ま

で
に
戻
ら
な
け
れ
ば
罰
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

他
に
は
、「
け
ん
か
・
口
論
を
し
な
い
こ
と
」

や「
酒
は
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」と
い
っ
た
今

で
い
う
マ
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
私
た
ち
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
忠

造
は「
御
規
則
誠
ニ
厳
重
故ゆ
え

勤
め
兼か
ね

除
隊
嘆
願
」

図３　関川における兵の配置
『戊辰役戦史』952頁より

図４　忠造の京都滞在地

卍
仁和寺

京都御所

兵部省 河東練兵場

二条城

山科
JR京都

伏見練兵場

（
桂
川
） （

鴨
川
）

（宇治川）

八坂神社

城南宮
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す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
規
則
以
外
に
も
何
か

問
題
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
忠
造
の
願
い
を
受
け
て
、
兵
馬
は

明
治
三
年
七
月
頃
か
ら
除
隊
の
た
め
に
動
き
出

し
ま
す
が
、
書
類
の
不
備
や
役
所
か
ら
の
問
合

せ
の
返
答
に
手
間
取
っ
て
い
る
う
ち
に
、
忠
造

は
日
田
県（
現
大
分
県
日
田
市
）へ
派
遣
さ
れ
る

陸
軍
少
将
四し

條じ
ょ
う

隆た
か

謌う
た

に
従
っ
て
一
一
月
二
七
日

以
降
、
現
地
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

年
が
明
け
て
明
治
四
年（
一
八
七
一
）二
月
九

日
、
忠
造
の
伯
父
が
亡
く
な
り
跡
を
相
続
さ
せ

る
た
め
、
と
し
て
忠
造
を
除
隊
さ
せ
る
よ
う
兵

馬
は
再
度
五
條
県
へ
歎
願
書
を
提
出
し
ま
す

（
表
紙
写
真
、
ク
―
９
）。

　

歎
願
の
結
果
は
不
明
で
す
が
、
翌
五
年

（
一
八
七
二
）兵
部
省
の
廃
止
に
よ
り
、
一
人
を

除
き
和
歌
山
県
へ
帰
籍
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
遅
く
と
も
こ
の
時
に
は
故
郷
へ
戻
っ
て
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

〔
翻
刻
〕句
読
点
は
筆
者

　
　
　

奉
歎
願
書
上

　
　
　
　
　

紀
州
那
賀
郡
神
野
福
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
士　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
新
二
郎

一
明
治
元
辰
年
二
月　

仁
和
寺
宮
様
為
御
守
衛

被
申
付
上
京
之
所
、
練
兵
習
授
被　

仰
付
高

野
隊
長
仕
、
素
心
貫
徹
勉
励
仕
居
候
所
、
同

年
六
月
下
旬
病
発
ニ
付
、
七
月
上
旬
復
籍
歎

願
御
聞
済
帰
産（
参
）仕
、
翌
巳
年
苦
煩
不
相
勝
ニ

付
、
同
年
九
月
舎
弟
以
忠
三

　

仁
和
寺
宮
様
御
守
衛
奉
仕
候
所
、
巳
ノ
十
月

下
旬
兵
部
省
へ
繰
込　

御
親
兵
御
採
用
被　

仰
付
難
有
勤

　

王
貫
徹
仕
候
。
其
後
川
東
練
兵
所
へ
転
込
、

其
後
伏
水
へ
繰
込
被　

仰
付
難
有
勉
励
仕
居

候
所
、
作（
昨
）午
年
十
二
月
上
旬
豊
後
国　

四
條

殿
様
御
出
馬
被
為　

在
ニ
付
、
御
供
出
兵
被

　

仰
付
難
有
行
軍
之
由
申
来
り
候
。
当
未
中

旬
帰
伏
水
相
勤
罷
在
候
由
ニ
御
座
候
。
然
作（
昨
）

明
治
三
午
年
八
月
卅
日
伯
父
又
七
病
死
仕
、

跡
式
女
人
幼
年
之
者
共
ニ
付
、
相
続
難
出
来
、

断
切
成
行
候
義
、
甚
迷
惑
歎
哭
仕
候
。
舎
弟

以
忠
三
、
相
続
為
仕
度
奉
存
候
間
、
何
卒
御

仁
憫
ヲ
以
除
隊
復
籍
被
仰
付
候
様
ニ
御
取
成

奉
歎
願
候
。
誠
恐
謹
言

　
　

明
治
四
辛
未
年

　
　
　
　

二
月
九
日　
　
福
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
新
二
郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
親
類
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
茂
左
衛
門
印

高
野
隊
の
そ
の
後

　

北
越
戦
争
と
そ
の
後
の
活
動
に
関
わ
っ
た

人
々
に
対
し
て
、
高
野
山
か
ら
賞
典
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
さ
き
ほ
ど
、
京
都
に
到
着
し

た
忠
造
が
「
三
人
扶
持
」（
米
に
換
算
す
る
と
五

石
四
斗
）と
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
い
る
の

は
、
高
野
隊
に
参
加
し
た
も
の
に
は
二
人
扶
持
、

北
越
戦
争
に
従
軍
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
一
人

扶
持
を
増
し
て
支
給
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
四
年
に
は
政
府
の
上
知
令

に
よ
っ
て
高
野
山
寺
領
は
没
収
、
年
貢
の
納
入

が
な
く
な
っ
た
高
野
山
は
、
高
野
隊
へ
の
禄
を

停
止
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
野
隊
の
面
々
は

俸
禄
の
再
給
与
と
士
卒
へ
の
加
入
を
求
め
て
五

條
県
に
請
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
受
け
た
大
蔵
省
は
「
地
士
ノ
儀
ハ
、
士

卒
ヘ
加
入
給
与
等
ノ
儀
難
相
成
、
民
籍
ヘ
編
入

シ
、
北
越
出
兵
賞
典
ノ
儀
モ
同
山
（
高
野
山
：

筆
者
注
）手
限
ノ
処
分
ニ
付
、
申
牒
ノ
趣
難
聞

届
」（JA

CA
R Ref.A

07061837400

）と
厳
し

い
判
断
を
く
だ
し
ま
す
。

　

翌
年
に
は
五
條
県
の
事
務
を
引
き
継
い
だ
和

歌
山
県
へ
も
願
書
を
提
出
し
、
再
び
県
か
ら
大

蔵
省
へ
上
申
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
「
地
士
并

旧
家
ニ
テ
郷
士
躰て
い

ニ
固
有
存
在
ノ
輩
ナ
リ
ト
モ

士
族
編
入
ハ
聴
許
シ
ガ
タ
シ
」（JA

CA
R Ref.

A
07061840000

）と
取
り
合
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
仲
介
役
を
し
て
い
た
県
も
大
蔵
省
の
指
令

に
従
っ
て
、
明
治
六
年（
一
八
七
三
）二
月
一
二

日
に
俸
禄
の
廃
止
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
代
表
者
が
上
京
し
て
請
願
運
動
に

取
り
組
み
、
明
治
二
七
年（
一
八
九
四
）に
は
和

歌
山
県
選
出
の
議
員
、
大だ
い

田た

信し
ん

一い
ち

に
よ
っ
て
衆

議
院
に
提
出
さ
れ
る
に
至
り
ま
す（
写
真
３
）。

「
別
紙
衆
議
院
議
決
請
願
書
ハ
貴
省
御

　

主
管
ノ
件
ニ
付
及
御
転
送
候
也

　
　

明
治
廿
八
年
二
月
十
三
日

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
伊
藤
博
文
印

　
　
　

陸
軍
大
臣
伯
爵
西
郷
従
道
殿
」

　

こ
う
し
て
二
〇
年
以
上
に
お
よ
ん
だ
請
願
運

動
で
し
た
が
、
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
く
、
高
野

隊
の
活
動
も
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

三
月
二
日
よ
り
、
文
書
館
ケ
ー
ス
展
示
に
お

い
て「
忠
造
の
ホ
ン
ネ
」と
題
し
て
忠
造
が
京
都

滞
在
時
に
岡
本
家
と
実
家
の
湯
川
家
に
宛
て
た

手
紙
を
展
示
し
ま
す
（
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
可
能
）。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
砂
川
佳
子
）

＊
参
考
文
献　
　
　
　
　
　
　

大
山
柏『
戊
辰
役
戦
史
』上
巻

小
田
康
徳
「
明
治
初
年
の
高
野
山
寺
領
を
め
ぐ

る
動
き
に
つ
い
て
」『
和
歌
山
市
史
研
究
』18
号
、

同『
近
代
和
歌
山
の
歴
史
的
研
究
』

藤
田
和
敏『〈
甲
賀
忍
者
〉の
実
像
』

宮
川
秀
一『
戊
辰
戦
争
と
多
田
郷
士
』

『
和
歌
山
県
史
料
』第
二
二
冊

写真３　JACAR　Ref.C10060819600
防衛省防衛研究所

「戦功ニ対スル賞典ヲ求トムル件二付請願」

写真２　忠造から兵馬に宛てた書状
（資料番号　ス―168）
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享き
ょ
う

和わ

二
年（
一
八
〇
二
）八
月
の
あ
る
夜
、
大お
お

番ば
ん

の
有
本
槌
之
助
と
十じ
ゅ
う

人に
ん

組ぐ
み

並な
み

小こ

寄よ
り

合あ
い

本
多
紋

三
郎
・
以い

下か

小こ

普ぶ

請し
ん

野
原
小
太
郎
弟
大
三
郎
の

三
人
は
新し
ん

地ち（
和
歌
山
市
北き
た

新し
ん

）に
繰
り
出
し
ま

し
た
。
夜よ

遊あ
そ

び
に
出
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
帰
り
、
新
地
か
ら
ほ
ど
近
い
本ほ
ん

町ま
ち（

同

市
本
町
）の
自じ

身し
ん

番ば
ん

所し
ょ

、
町
が
設
け
た
警
備
所

で
す
が
、
こ
こ
の
行あ
ん

灯ど
ん

を「
打
ち
転
が
し
」た
と

い
い
ま
す
。
足
元
が
ふ
ら
つ
き
ぶ
つ
か
っ
た
か
、

む
し
ろ
、
酔
っ
た
勢
い
で
蹴
飛
ば
し
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
珍
し
く
も
な
い
話
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
か
ら
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

そ
の
本
町
の
肝き
も

煎い
り

、
町
の
責
任
者
で
あ
る
町ま
ち

年ど
し

寄よ
り

と
い
う
よ
り
、
世
話
役
程
度
の
人
物
で
し
ょ

う
。
こ
の
肝
煎
に
、
何
と
し
た
こ
と
か
槌
之
助

が「
刀
を
も
ぎ
取
ら
れ
」た
の
で
は
な
い
の
か
と

か
、
一
方
の
紋
三
郎
と
大
三
郎
は
、
そ
の
場
か

ら「
逃
げ
帰
」っ
た
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
噂う
わ
さ

が
流
れ
ま
し
た（
写
真
１
）。

　

酔
っ
て
い
る
と
は
い
え
武
家
三
人
を
相
手
に

す
る
の
で
す
か
ら
、
肝
煎
も
武
術
の
心
得
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
し
相
当
な
剣
幕
で
対
し
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
槌
之
助
が
腰

に
帯
び
て
い
る
大
刀
を「
も
ぎ
取
」る
と
い
う
の

は
至
難
の
業
で
す
し
、
行
灯
を「
打
ち
転
が
」さ

れ
た
か
ら
と
い
っ
て「
刀
を
も
ぎ
取
」る
行
動
に

出
る
の
も
突と
っ

飛ぴ

で
す
。

　

流
れ
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
諍い
さ
か

い
の

中
で
槌
之
助
が
判
断
力
も
失
っ
て
抜
刀
し
た
の

で
は
な
い
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
町
人
相
手
、
こ

れ
自
体
が
ま
ず
い
。
槌
之
助
が
刀
を
抜
い
た
か

ら
こ
そ
、
腰
の
据
わ
っ
た
肝
煎
は
酔
っ
て
い
る

相
手
の
持
っ
た
刀
を「
も
ぎ
取
」れ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。

　

紋
三
郎
と
大
三
郎
も
無
関
係
を
装
お
う
と
し

て
な
の
か
、「
も
ぎ
取
」っ
た
刀
を
持
っ
た
肝
煎

が
迫
っ
て
き
て
立
ち
向
か
い
よ
う
に
困
っ
て
な

の
か
、
そ
れ
で
逃
げ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、

そ
ん
な
様
子
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
藩
の
「
風ふ
う

聞ぶ
ん

姓
名
書
き
抜
き
」（
以
下

「
風
聞
録
」。
県
立
図
書
館
移
管
資
料　

丙

−

フ

−

２
）に
書
か
れ
た
事
件
で
す
。「
風
聞
」を
調

査
し
、
取
り
調
べ
、
編
纂
し
た
、
藩
の
正
式
な

記
録
で
す
。

　

調
べ
の
結
果
こ
れ
は
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と

と
判
断
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
繁
華
な
場
所
で

騒
い
で
い
れ
ば
目
撃
者
も
い
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
き
わ
め
て
重
い
処
罰
が
下
り
ま
し
た
。

　

刀
を
取
ら
れ
た
槌
之
助
と
逃
げ
た
紋
三
郎
は

「
十
里
外が
い

改か
い

易え
き

」。
武
士
身
分
を
解
か
れ
る
改
易

の
上
、
和
歌
山
城
下
町
か
ら
十
里
（
約
四
十
キ

ロ
）、
厳
密
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ

い
た
い
堺
・
橋
本
・
印
南
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
、
こ
の
範
囲
内
に
住
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
近
付
い
て
も
い
け
な
い
の
で
す
。

　

同
じ
く
逃
げ
た
大
三
郎
は「
十
里
外
追
放
」と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
単
に
大
三
郎
が
ま
だ
藩
に

仕
え
て
お
ら
ず
改
易
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
た

め
で
、
処
罰
と
し
て
は
三
人
と
も
同
じ
重
さ
で

す
。
さ
ら
に
大
三
郎
の
兄
の
小
太
郎
ま
で
が
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
も
い
な
い
の
に
、
四
〇

日
間
家
の
出
入
り
を
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
る
「
急き
っ

度と

追お
い

込こ
み

四
十
日
」に
処
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
っ
た
い
何
が
問
題
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
行
灯
打
ち
転
が
し
」た
く
ら
い
な
ら
ば
事
件
と

も
い
え
な
い
、「
刀
を
も
ぎ
取
ら
れ
」た
有
本
槌

之
助
は
む
し
ろ
被
害
者
、
本
多
紋
三
郎
と
野
原

大
三
郎
は
逃
げ
た
だ
け
、
兄
の
小
太
郎
に
い

た
っ
て
は
事
件
と
直
接
に
は
関
係
が
な
い
、
そ

れ
な
の
に
四
人
は
重
罰
に
処
さ
れ
て
い
ま
す
。

刀
を
取
っ
た
方
の
肝
煎
は
取
り
調
べ
く
ら
い
は

受
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
風
聞
録
」を

見
る
限
り
で
は
処
罰
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
今こ
ん

日に
ち

の
よ
う
に
物
を
取
っ
た
の
取
ら
れ
た
の
と
い

う
事
件
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
刀
を
取
ら
れ
た
、
逃
げ
た
と
い
う

行
動
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
、
武
士
と
し
て

の
覚
悟
の
な
さ
、
そ
し
て
当
主
と
し
て
兄
と
し

て
の
監
督
責
任
が
問
わ
れ
た
の
だ
と
判
断
で
き

ま
す
。
三
人
に
は
行
灯
を
打
ち
転
が
し
た
、
あ

る
い
は
抜
刀
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
弱
み
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
し
か
し
、
町

人
風ふ

情ぜ
い

に
刀
を
取
ら
れ
る
と
は
何
事
だ
、
ど
う

い
う
事
情
に
せ
よ
背
中
を
見
せ
て
逃
げ
出
す
と

は
言ご
ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
太
平

の
世
が
長
く
続
い
た
こ
の
時
期
な
ら
ば
十
分
あ

り
う
る
事
件
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
武
士
と
し

て
気
の
緩
ん
だ
行
動
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

結
果
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

紀
州
藩
で
は
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）以
降
に
、

「
系
譜
」や
「
親
類
書
」な
ど
の
家
中
書
き
上
げ

（「
紀
州
家
中
系
譜
並
び
に
親
類
書
書
上
げ
」）が

提
出
さ
れ
続
け
、
そ
の
う
ち
今
日
残
さ
れ
た
恐

ら
く
す
べ
て
で
し
ょ
う
が
、
一
万
五
千
七
百
点

余
を
文
書
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
処
罰
を
受

け
た
家
の
書
き
上
げ
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
事

件
が
い
っ
そ
う
詳
し
く
み
え
て
き
ま
す
。

　

有
本
家
の
も
の
と
し
て
は
、
事
件
前
年
の
享

和
元
年
の
槌
之
助「
系
譜
」（
資
料
番
号
五
七
五
）

が
あ
り
ま
す
。
書
式
訂
正
に
伴
い
家
臣
が
一
斉

に
提
出
し
た
時
の
も
の
で
す
。
表
紙
に
は
整
理

の
た
め
に
後
日
藩
で
貼
り
付
け
た
「
享
和
二
戌

九
月
改
易
」の
貼
り
紙
が
残
っ
て
い
ま
す（
写
真

　
行
灯
打
ち
転
が
し

　
刀
を
も
ぎ
取
ら
れ

　
十
里
外
改
易

　
武
士
の
覚
悟

　「
改
易
」の
貼
り
紙

逃
げ
帰
り
改
易 

写真１　処罰を朱字で示す

写真２　貼り紙に注記や指示

5

文 書 館 だ よ り



文 書 館 だ よ り

6

２
）。
こ
の
「
系
譜
」を
最
後
に
有
本
家
の
書
き

上
げ
は
途
絶
え
ま
す
。

　

本
多
家
は
天て
ん

保ぽ
う

六
年（
一
八
三
五
）紋
三
郎
の

養
子
が
相
続
し
た
際
の
「
系
譜
」（
写
真
３
。
資

料
番
号
一
二
二
二
七
）が
残
っ
て
い
て
、
紋
三

郎
の
処
罰
と
そ
の
後
の
経
緯
を
つ
づ
っ
て
い
ま

す
。
表
紙
に
、「
達
し
に
付
き
下
げ
候
事
」、
指

示
が
あ
っ
た
の
で
本
多
家
に
戻
す
よ
う
に
と
あ

り
ま
す
。
事
件
の
記
述
に
訂
正
を
求
め
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、「
同
十
午
年（
寛
政
十
年
・
一
七
九
八
）

九
月
四
日
不ふ

埒ら
ち

の
儀
こ
れ
あ
り
、
改
易
仰
せ
付

け
ら
れ
候
」と
あ
り
、「
風
聞
録
」か
ら
四
年
も

前
に
処
罰
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
二
回
処
さ
れ

る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
風
聞
録
」や
有

本
家「
系
譜
」の
貼
り
紙
が
正
し
く
、
三
三
年
後

に
養
子
が
記
し
た
こ
の「
系
譜
」の
年
が
間
違
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に「
系
譜
」に
は
、
処
罰
さ
れ
た
享
和
二

年
か
ら
一
五
年
後
の
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）、

藩
主
治は
る

宝と
み

が
、「
御ご

官か
ん

位い

御
昇
進
遊
ば
さ
れ
候

御
赦ゆ
る

し
と
し
て
御
城
下
御ご

免め
ん

仰
せ
付
け
ら
れ

候
」、
従じ
ゅ

二に

位い

大だ
い

納な

言ご
ん

の
官
位
を
与
え
ら
れ
た

際
に
特と
く

赦し
ゃ

が
あ
っ
た
と
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

こ
の
時
紋
三
郎
は
、
取
り
あ
え
ず
和
歌
山
城
下

町
に
戻
っ
て
居
住
す
る
こ
と
だ
け
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
武
士
身
分
に
戻
っ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
恐
ら
く
浪
人
分
と
し
て
町
屋
で
も
借
り

て
居
住
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

何
と
か
武
士
に
戻
れ
た
の
は
さ
ら
に
一
四
年

後
の
天
保
二
年（
一
八
三
一
）、
二
代
将
軍
秀
忠

の
二
百
回
忌
の
時
で
、「
御
赦
し
と
し
て
帰き

参さ
ん

仰
せ
付
け
ら
れ
四
人
扶ぶ

持ち

下
し
置
か
れ
小こ

十じ
ゅ
う

人に
ん

小こ

普ぶ

請し
ん

末ま
っ

席せ
き

仰
せ
付
け
ら
れ
候
」、
わ
ず
か
な

禄
と
と
も
に
、
事
件
前
の
十じ
ゅ
う

人に
ん

組ぐ
み

か
ら
す
れ
ば

十
数
段
階
下
の
役
に
戻
さ
れ
た
だ
け
。
処
罰
か

ら
二
九
年
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
多
家
が「
駿す
る

河が

越ご
え

」と
い
っ
て
、
初

代
藩
主
頼よ
り

宣の
ぶ

が
駿
河
に
い
た
と
き
か
ら
の
古
い

家
臣
だ
っ
た
た
め
に
特
別
に
許
さ
れ
た
こ
と
。

有
本
家
は
紀
州
土
着
で
、
紀
州
徳
川
家
初
代
藩

主
徳
川
家
頼よ
り

宣の
ぶ

が
入
国
直
後
に
召
し
抱
え
た
家

で
す
。
有
本
家
は
再
興
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
多
家
が
例
外
的
な
扱
い
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
四
年
の
天
保
六
年（
一
八
三
五
）紋

三
郎
は
没
し
ま
す
。
五
十
三
歳
で
し
た
。
生
き

て
い
る
内
に
帰
参
で
き
た
だ
け
、
ま
だ
幸
い

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
野
原
家
の
書
き

上
げ
は
一
切
な
く
不
明
。

　

文
化
八
年（
一
八
一
一
）四
月
、
中な
か

奥お
く

番ば
ん

平
井

理
兵
衛
惣
領
勝
十
郎
・
大お
お

番ば
ん

妻
木
嘉
左
衛
門
惣

領
主と
の
も殿
・
左さ

京き
ょ
う

大だ

夫ゆ
う

付
き
中
村
忠
平
惣
領
兵へ
い

馬ま

な
ど
、
藩
剣
術
指
南
金
田
源
五
郎
の
弟
子
四
人

が
伊
都
郡
丁ち
ょ
う

之の

町ま
ち

組
大お
お

庄じ
ょ
う

屋や

の
と
こ
ろ
へ
出
向

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
勝
十
郎
が
乱
心
し
、
主

殿
・
兵
馬
に
手
傷
を
負
わ
せ
自
分
は
裏
で
自
害

し
果
て
た
、
親
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
遺
骸
を
引

き
取
り
、
主
殿
と
兵
馬
は
医
者
で
傷
を
養
生
さ

せ
た
と
い
い
ま
す（
写
真
４
）。

　

末
尾
に
は
、「
何い
ず

れ
も
不ふ

埒ら
ち

・
不
届
き
と
の

こ
と
」と
あ
り
ま
す
。
手
傷
を
負
わ
せ
た
勝
十

郎
が
不
埒
、
負
わ
さ
れ
た
主
殿
と
兵
馬
ま
で
も

が
不
届
き
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。
不
埒
も
不

届
き
も
同
じ
け
し
か
ら
ん
と
い
う
意
味
な
の
で

す
が
、「
風
聞
録
」で
は
使
い
分
け
て
い
て
、
同

じ
け
し
か
ら
ん
で
も
不
埒
が
不
届
き
よ
り
も
厳

し
い
意
味
合
い
な
の
で
す
。

　

今こ
ん

日に
ち

な
ら
ば
こ
の
場
合
、
勝
十
郎
が
加
害
者
、

主
殿
と
兵
馬
は
被
害
者
で
す
。
と
こ
ろ
が
勝
十

郎
の「
不
埒
」は
と
も
か
く
、
被
害
者
の
は
ず
の

主
殿
も
兵
馬
も
「
不
届
き
」だ
と
い
う
の
で
す
。

「
刀
を
も
ぎ
取
ら
れ
」た
事
件
と
同
じ
な
の
で
す
。

や
ら
れ
る
方
も
悪
い
、
一
方
的
に
手
傷
を
負
わ

さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
理り

不ふ

尽じ
ん

な
攻
撃
に

対
し
て
は
逆
に
討
ち
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
勝
十
郎
の
親
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
主
殿
も
兵
馬
も
処
罰
さ
れ
て
当
然
の
事

件
で
す
。

　

こ
の
話
、
事
実
関
係
も
詳
細
で
関
係
者
も
列

挙
さ
れ
て
い
る
た
め
信
憑
性
は
高
い
よ
う
で
す

が
、
賄わ
い

賂ろ

が
飛
び
交か

っ
た
の
か
、
勝
十
郎
の
平

井
家
や
主
殿
・
兵
馬
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

勝
十
郎
は
病
死
と
い
う
こ
と
で
決
着
を
付
け
た

よ
う
で
す
。
事
件
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
平

井
家
は
安
泰
、
主
殿
も
兵
馬
も
手
負
わ
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
け
が
を
し
た
こ
と
に

な
り
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
風
聞
録
」に
も
処
罰
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
件
か
ら
七
年
後
、
文
政
元
年（
一
八
一
八
）勝

十
郎
の
弟
が
相
続
の
時
に
提
出
し
た
「
系
譜
」

（
写
真
５
。
資
料
番
号
一
一
五
七
一
）で
は
、
こ

の
年「
五
月
十
三
日
惣
領
勝
十
郎
病
死
致
し
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
後
ろ
の
部
分
に
も
、
勝
十
郎

は
「
閏
二
月
十
七
日
部
屋
住
み
に
て
病
死
仕
り

候
」、
藩
に
仕
え
る
こ
と
な
く
病
死
し
た
と
あ

　
乱
心

　
部
屋
住
み
に
て
病
死

　
帰
参

写真４　大寄合だろう大草四郎右衛門と事件との関係は不明

写真３　恩義を感じさせるため帰参への経過を訂正させたか
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り
ま
す
が
、
日
付
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　

妻
木
家
の
も
の
は
、
主
殿
が
事
件
直
後
の
文

化
八
年
九
月
に
無
事
に
相
続
し
た
際
の「
系
譜
」

（
資
料
番
号
九
一
五
九
）が
残
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
事
件
に
関
わ
る
こ
と
は
一
切
書
い
て
あ

り
ま
せ
ん
。
中
村
家
の「
系
譜
」は
残
っ
て
い
な

い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
七
年（
一
八
一
一
）六
月
、
役
儀
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
二
上
弥
六
郎
は
惣
領
の
力
之
助
を

手
打
ち
に
し
ま
し
た
。
処
罰
と
し
て
斬
っ
た
の

で
す
。
理
由
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
者

と
し
て
は
、
養
子
に
出
た
次
男
と
ほ
か
に
甥お
い

・

姪め
い

が
書
き
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
最
後
に
記
さ
れ
た
「
湊
材

木
町
喜
八
か
し
や
（
貸
屋
）に
罷ま
か

り
在
り
候　

勘
右
衛
門
娘　

き
く
」で
す
。
借
家
に
住
む
貧

し
い
町
人
の
娘
で
す
。
手
打
ち
の
件
に
絡
む
娘
。

こ
れ
は
密
通
事
件
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

次
男
や
甥
・
姪
は
駆
け
落
ち
を
手
引
き
し
た
と

考
え
て
は
穿う
が

ち
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　

密
通
と
い
う
の
は
決
し
て
今こ
ん

日に
ち

い
う
と
こ
ろ

の
不
倫
と
は
違
う
。
た
と
え
独
身
者
同
士
で

あ
っ
て
も
婚
外
の
関
係
は
す
べ
て
密
通
で
、
武

士
に
と
っ
て
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

係
わ
り
の
あ
る
人
物
も
詳
し
く
上
が
っ
て
い

ま
す
。
事
件
は
起
き
た
可
能
性
が
高
く
、
藩
も

把
握
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
風
聞
録
」は「
手
打
ち
に
い
た
し
候
処
」と
し

て
、
手
打
ち
は
問
題
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
近
世

の
武
家
の
当
主
に
は
家
政
に
関
し
て
私し

成せ
い

敗ば
い

権け
ん

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
必
ず

し
も
国
家
に
す
べ
て
集
約
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
の
で
す
。
こ
の
場
合
も
、
力
之
助
を
手
討

ち
に
す
る
こ
と
で
始
め
て
当
主
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
問
題
に
な
る
の
は
そ
の
後
に
書

い
て
あ
る
こ
と
で
、「
病
死
の
趣お
も
む
き

申
し
届
け
候

て
彼か
れ

是こ
れ

の
事
」、
病
死
と
偽
っ
て
届
け
を
出
し

た
、
そ
こ
が
い
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
届
け
の
問
題
で
す
か
ら
犯
罪
と
い

う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
彼
是
」と

い
う
の
で
す
か
ら
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
が（
写
真
６
）。

　

手
討
ち
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の

通
り
に
届
け
れ
ば
す
む
の
に
、
な
ぜ
病
死
と

偽
っ
た
の
か
。
手
討
ち
を
し
た
こ
と
に
す
る
と

そ
の
理
由
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
、
手
討
ち
は
な
か
っ
た
こ
と
に
す
れ
ば
二
上

家
か
ら
不
心
得
者
が
出
た
と
い
う
事
実
も
隠
し

お
お
せ
る
。
こ
れ
が
密
通
に
伴
う
駆
け
落
ち

事
件
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
父
親
は
惣
領
力

之
助
を
手
打
ち
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
件
自

体
を
抹ま
っ

殺さ
つ

し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な

か
っ
た
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
父
親
の
怒
り
は
凄す
さ

ま
じ
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

手
討
ち
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
藩
に
は
病

死
と
届
け
、
こ
こ
で
も
賄
賂
が
動
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
藩
も
偽
り
で
あ
る
こ
と
を
承

知
し
な
が
ら
も
受
理
し
た
と
い
う
筋
書
き
が
読

み
取
れ
ま
す
。

　
「
風
聞
録
」に
は
処
罰
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。

二
上
家
に
は
五
年
後
の
文
化
十
二
年
、
三
男
が

問
題
も
な
く
相
続
し
た
時
の
「
親
類
書
」（
写
真

７
。
資
料
番
号
一
〇
六
八
三
）が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
養
子
に
出
た
次
男
と
、
独
立
前

で
三
男
の
家
に
住
む
四
男
は
書
い
て
あ
る
の
で

す
が
、
惣
領
力
之
助
が
い
ま
せ
ん
。
没
し
て
い

る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
次
男
か
四
男
と
同
様
の
形
式
で
記
載
す
べ
き

な
の
で
す
。
な
お
、
養
子
に
出
た
次
男
や
親
類

筋
の
甥
・
姪
の
書
き
上
げ
は
残
っ
て
い
な
い
た

め
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
り
か
ね
ま
す
。

　

事
件
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
の
で
す
が
、
文

化
八
年
七
月
の
こ
と
で
す
。
二
月
に
江
戸
の
紀

州
藩
邸
赤
坂
邸
が
類
焼
し
ま
し
た
。「
風
聞
録
」

に
わ
ざ
わ
ざ「
類
焼
後
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
か

ら
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
風
呂

場
も
焼
け
て
風
呂
の
数
が
減
っ
た
こ
と
が
発
端

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

勤き
ん

番ば
ん

の
面
々
、
つ
ま
り
参
勤
交
代
に
従
っ
て

江
戸
に
行
き
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
っ
て
い
る
連
中

が
、「
常じ
ょ
う

府ふ

の
者
共ど
も

の
女
等
打
ち
交
じ
り
心
易

く
い
た
し
」た
と
い
う
の
で
す
。
常
府
の
者
と

は
勤
番
に
対
し
て
江
戸
在
住
の
紀
州
藩
家
臣
の

こ
と
で
す
。「
女
」は
常
府
の
者
の
家
の
奉
公
人

程
度
の
意
味
で
し
ょ
う
。
一
時
的
に
江
戸
に
住

ん
で
い
る
勤
番
の
者
に
と
っ
て
、
接
触
で
き
る

女
性
は
こ
れ
ら
の
奉
公
人
し
か
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
、
一
緒
に
な
っ
て
親

し
く
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
上
、「
入に
ゅ
う

湯と
う

の
節
、
背
中
等
流
し
合

い
堕だ

弱じ
ゃ
く

に
相あ
い

見
え
如い
か

何が

し
き
と
の
事
」、
入

湯
の
際
に
背
中
な
ど
を
流
し
合
い
堕
弱
に
見

え
る
、
下
品
だ
、
嘆
か
わ
し
い
と
い
う
の
で

す（
写
真
８
）。

　

間
違
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、「
入
湯

の
節
」を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
近
世
に
は
男
女
混
浴
が
基
本
で

す
か
ら
、
男
女
一
緒
に
入
湯
す
る
こ
と
は
別
に

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
打
ち
交
じ
り
心
易

く
い
た
し
」た
り
、
風
呂
で
「
背
中
流
し
合
」う

こ
と
が「
堕
弱
」に
見
え
て「
如
何
し
」い
と
い
う

の
で
す
。
い
や
い
や
、
武
家
は
つ
ら
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遊
佐
教
寛
）

　
背
中
流
し
合
い
堕
弱

　
手
打
ち

　
病
死
届
け

　
手
討
ち
を
抹
殺

（
中
略
）

写真５
日付の違いも疑わしい

写真６　妻の弟の養子先が宮居家

写真７
父母以上は必ず記入

写真８
関係者のない記事もある
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今
年
度
の
古
文
書
講
座
は
Ⅰ
・
Ⅱ
と
し
て
、

二
回
に
分
け
て
の
開
催
と
な
り
、
11
月
～
１

月
に
か
け
て
、
古
文
書
講
座
Ⅱ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
（
上
）

（
下
）』の
完
成
を
記
念
し
て
、「
家
中
書
上
げ
」

と
、「
風
聞
」を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り

判
っ
て
き
た
、
武
家
の
驚
く
べ
き
実
態
に
つ
い

て
、
遊
佐
教
寛
研
究
員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

　

各
回
の
講
座
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
「
初
級
・
中
級
者
向
け
」は
、
延
べ
一
二
五
名
、

「
入
門
者
向
け
」講
座
に
は
、
延
べ
五
二
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
「
風
聞
録
」
に
つ

い
て
は
勿
論
興
味

深
か
っ
た
で
す
が
、

「
家
中
書
上
げ
」
の

利
用
の
仕
方
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

・
現
代
の
我
々
か
ら

は
「
何
で
？
」
と
思

う
よ
う
な
こ
と
が
問

題
に
な
る
等
、
テ
ー

マ
が
い
つ
も
興
味
深
く
、
驚
か
さ
れ
ま
す
。

・
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
の
っ
て
、
江
戸
時
代
を
覗

き
に
い
っ
て
い
る
よ
う
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
古
文
書
の
奥
に
あ
る
江
戸
時
代
な
ら
で
は

の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
て
興
味
深
か
っ
た

で
す
。 

・
ど
の
様
に
し
て
古
文
書
に
入
っ
て
い
っ
た
ら

い
い
か
わ
か
り
、
楽
し
く
講
義
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

・
詳
し
く
書
き
方
を
教
わ
っ
た
の
で
、
帰
っ
た

ら
筆
ペ
ン
を
使
っ

て
書
い
て
み
よ
う

か
と
思
い
ま
す
。

一
筆
描
き
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
の

省
略
の
工
夫
が
面

白
い
で
す
。

・
崩
し
字
の
美
し
さ

と
家
内
で
の
生
活

風
習
が
し
の
ば
れ

興
味
深
か
っ
た
。 

■
利
用
方
法

◆
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必
要

な
資
料
、文
書
等
を

検
索
し
、閲
覧
申
請

書
に
記
入
の
う
え
受

付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30
分

前
ま
で
で
す
。

◆
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間 

　

　
◆
火
曜
日
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

　
◆
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日 

◆
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と

　
　
　
　
　

き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

◆
年
末
年
始　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◆
館
内
整
理
日

 　

・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

 　

・
２
月
～
12
月 
第
２
木
曜
日

（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

 　

・
特
別
整
理
期
間　

10
日
間
（
年
１
回
）

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◆
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
20
分

◆
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

  

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
36
号

平
成
25
年
3
月
31
日　

発　

行

編
集
・
発
行　
和
歌
山
県
立
文
書
館

〒
六
四
一

−

〇
〇
五
一

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七

−

三
八

 　
　
　
　
　
　

き
の
く
に
志
学
館
内 

電　
話　
〇
七
三

−

四
三
六

−

九
五
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
七
三

−

四
三
六

−

九
五
四
一

印　
刷　
株
式
会
社
ウ
イ
ン
グ

文
書
館
の
利
用
案
内

　「
初
級
・
中
級
者
向
け
」ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　「
入
門
者
向
け
」ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

㊙「
風
聞
録
」と「
家
中
書
き
上
げ
」Ⅱ 

平
成
二
十
四
年
度 

古
文
書
講
座
Ⅱ

　
初
級
・
中
級
者
向
け 

 

第
１
回　

 

天
井
板
よ
り
覗の
ぞ
き

            　
11
月
29
日（
木
）

 

第
２
回　

 

背
中
流
し
合
い
堕だ

弱じ
ゃ
く

            　
12
月
6
日（
木
）

 

第
３
回　

 

火ひ

鉢ば
ち

よ
り
燃
え
上
り

            　
12
月
20
日（
木
）

　
入
門
者
向
け

 

第
１
回　

 

惣そ
う

領り
ょ
う

を
手
討
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
10
日（
木
）

 

第
２
回　

 

家
内
の
者
を
打ち
ょ
う

擲ち
ゃ
く

            

1
月
17
日（
木
）                     
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